
（別紙５）

放課後等デイサービスらじぴあ
公表日 令和8年2月27日

チェック項目 はい いいえ 工夫している点 課題や改善すべき点

1

利用定員が発達支援室等のス

ペースとの関係で適切である

か。

6 0

・利用定員と活動スペース

に関しては法定基準に則り

運営をしています。

・活動プログラムや活動形

態によって環境調整をして

います。

・地域の外部資源等活用し

ながら多様な活動スペース

の確保や活動プログラムの

工夫を今後もより一層行い

ます。

2

利用定員やこどもの状態等に対

して、 職員の配置数は適切であ

るか。

6 0

・法令基準を満たしていま

す。基準人員に加え、児童

指導員、作業療法士、指導

員を配置しています。

・職員間でそれぞれの専門

的知識やスキルを共有し、

安定した質の高いサービス

をご提供できるように今後

もより研鑽を積んでいきま

す。

3

生活空間は、こどもにわかりや

すく構造化された環境になって

いるか。また、事業所の設備等

は、障害の特性に応じ、バリア

フリー化や情報伝達等、環境上

の配慮が適切になされている

か。

6 0

・平屋の一軒家を使用して

いるため、全ての箇所がバ

リアフリーではありませ

ん。階段や玄関の段差等は

環境に応じた振る舞いがで

きるよう、リハビリの要素

として活用しています。

・特性に応じて対応する職

員数を調整し、安全管理を

しています。

・特性に配慮した環境調整

を今後もより一層工夫して

支援に取り組みます。。
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4

生活空間は、清潔で、心地よく

過ごせる環境になっているか。

また、こども達の活動に合わせ

た空間となっているか。

6 0

・感染症の流行についての

情報収集を細やかに行い、

毎日の清掃、消毒、空間除

菌、換気等、子どもたちが

安心して通所できる環境作

りをしています。

・お子様の特性に合ったも

の、個性を伸ばすもの、苦

手を克服するもの等、個別

や集団の課題に対応する教

材や環境等を工夫して配置

しています。

・インフルエンザ等の感染

症がまだまだ流行していま

すので、職員全員で徹底し

た感染症対策を今後も図っ

ていきます。また、お子様

の健康観察、職員の健康管

理に関しても日々細やかに

観察、対応をしていますの

で、今後も継続していきま

す。

5

必要に応じて、こどもが個別の

部屋や場所を使用することが認

められる環境になっているか。 

6 0

・体調不良、気持ちを落ち

着けたい場面、プログラム

内容、子どもたちの要望等

に対応するための個別のス

ペースをご用意していま

す。

・子どもたちの様子を見な

がら、今後も細やかに活動

環境についての調整をして

いきます。

6

業務改善を進めるためのPDCA

サイクル（目標設定と振り返

り）に、広く職員が参画してい

るか。

6 0

・職員全員で子どもたちの

様子を細やかに観察し、都

度ミーティングを設定して

振り返りや支援内容の調整

について検討しています。

・職員同士で密に連携し、

より迅速に業務改善をして

いきます。

7

保護者向け評価表により、保護

者等の意向等を把握する機会を

設けており、その内容を業務改

善につなげているか。

6 0

・保護者様からのアンケー

ト結果は全職員間で共有

し、改善案について全員で

検討しています。

・保護者様には事業所の取

り組みについて、HP以外の

紙ツールでもお伝えしてい

ます。

・HPに毎年アンケート結果

について掲載し、らじぴあ

の取り組みについて周知し

ていますが、保護者様の中

にはHPを見ていない方もい

らっしゃるので、必要に応

じて紙ツールで業務改善に

ついての内容を周知してい

きます。
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8

職員の意見等を把握する機会を

設けており、その内容を業務改

善につなげているか。

6 0

・児発管に対して、また職

員同士で気軽に相談できる

関係性ができているので職

員一人ひとりの意見をくみ

上げて共有し、業務改善を

しています。

・全てのスタッフが児発管

と相談の元、自ら議題を提

案してミーティングを設定

できるようにしています。

・職員が発言しやすい職場

環境を整え、ひとり一人が

専門職としての本領を発揮

出来るよう、今後も職場環

境を整えていきます。

9

第三者による外部評価を行い、

評価結果を業務改善につなげて

いるか。

4 2

・現段階では未実施です。 ・法制度等の変更があった

場合等、必要に応じて第三

者評価の活用も検討してい

きたいと思います。

10

職員の資質の向上を図るため

に、研修を受講する機会や法人

内等で研修を開催する機会が確

保されているか。

6 0

・危機防災、苦情相談、不

審者防犯、感染症、保健衛

生、緊急事故、送迎、虐

待、身体拘束、自然災害、

個別支援計画書、広報、連

絡帳、面談について内部研

修を実施しています。

・子どもたちと一緒に避難

訓練や防犯訓練を実施して

います。

・より実践的で即応性のあ

る研修を実施し、子どもた

ちの日々の支援に即時取り

入れていきます。

・全職員の資質向上、知識

技能の研鑽をし、職員全体

の支援の質の向上を目指し

ます。

11
適切に支援プログラムが作成、

公表されているか。 

6 0

・HPに掲載しています。

・HPに掲載されている旨は

保護者様へお便りで全員に

お知らせしています。

・HPに掲載されている支援

プログラムに則り、子ども

たちの特性、成長に合わせ

て内容を工夫していきま

す。

12

個々のこどもに対してアセスメ

ントを適切に行い、こどもと保

護者のニーズや課題を客観的に

分析した上で、放課後等デイ

サービス計画を作成している

か。

6 0

・子どもたちや保護者様と

の面談等を通してニーズを

分析し、計画書を作成して

います。

・相談支援専門員等各関係

機関と連携し、情報共有を

して計画書を作成していま

す。

・子どもたちの特性や個々

の課題を把握、分析し、今

後もより一層密に保護者様

と情報共有を重ね、一緒に

支援内容を考えていきま

す。
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13

放課後等デイサービス計画を作

成する際には、児童発達支援管

理責任者だけでなく、こどもの

支援に関わる職員が共通理解の

下で、こどもの最善の利益を考

慮した検討が行われているか。 
6 0

・全てのご利用者様の個別

支援計画書について、その

都度ミーティングを開き、

支援方針や支援内容につい

て職員間で共有していま

す。

・支援内容について全職員

が情報共有し、５領域の内

容についてより包括的に支

援ができるよう、今後も工

夫して計画書を作成してい

きます。

14

放課後等デイサービス計画が職

員間に共有され、計画に沿った

支援が行われているか 。

6 0

・計画書の内容について具

体的な行動レベルまで職員

ミーティングで落とし込み

をし、実際に何をどのよう

にやるのかを職員全員で共

有しています。

・児童発達管理責任者が

日々の支援の現場で職員の

支援の様子をチェックし、

職員指導をしています。

・支援内容について「何

を、どのように」やるかを

全職員が明確に理解をし、

実際に支援の場で実践でき

るよう、一丸となって取り

組んでいきます。

15

こどもの適応行動の状況を、標

準化されたツールを用いた

フォーマルなアセスメントや、

日々の行動観察なども含むイン

フォーマルなアセスメントを使

用する等により確認している

か。

6 0

・事業所内で統一したアセ

スメントツールを活用して

います。

・各関係機関等のアセスメ

ント結果も共有して頂いて

います。

・子どもたちの日々の成長

や変化について記録に残

し、職員間で密に共有をし

ています。

・アセスメントツールに関

しては、現在使用している

書式のものを継続して使用

する中で都度見直し、必要

に応じて修正をしながら、

よりニーズの分析が細やか

にできる内容になるよう工

夫していきます。

16

放課後等デイサービス計画に

は、放課後等デイサービスガイ

ドラインの「放課後等デイサー

ビスの提供すべき支援」の「本

人支援」、「家族支援」、「移

行支援」及び「地域支援・地域

連携」のねらい及び支援内容も
6 0

・ガイドラインに示してあ

る内容を参考にして実施し

ています。

・「ガイドライン」の方針

や内容を理解し、具体的支

援の方法等に落とし込み、

個別計画書に取り入れてい

ます。

17
活動プログラムの立案をチーム

で行っているか。

6 0

・職員ミーティングを開

き、活動プログラムの立

案、調整等をしています。

職員の専門性や経験等を発

揮しつつ、複数の意見を取

り入れながらチームで進め

ています。

・多くの専門的視点からよ

り効果的なプログラム立案

ができるよう、職員一人ひ

とりの意見を今後も大切に

していきます。
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18
活動プログラムが固定化しない

よう工夫しているか。

6 0

・子どもたちの成長や特性

に合わせて、活動プログラ

ムの内容や形態を柔軟に調

整しています。

・以前好評だった活動プロ

グラムをもう一度やって欲

しいという子どもたちや保

護者様からのご要望が多

く、それにお応えしていく

とプログラム内容に偏りが

でる可能性があるので、バ

ランスを考えながらプログ

ラムを構成をしていきま

す。

19

こどもの状況に応じて、個別活

動と集団活動を適宜組み合わせ

て放課後等デイサービス計画を

作成し、支援が行われている

か。

6 0

・全体集団、小集団、マン

ツーマン、個別等、子ども

たちの個々の特性や活動内

容に合わせて様々な活動形

態でプログラムに取り組ん

でいます。

・今後も活動プログラムや

子どもたちの力の伸長によ

り効果的な活動形態をその

都度選択し、工夫していき

ます。

20

支援開始前には職員間で必ず打

合せを行い、その日行われる支

援の内容や役割分担について確

認し、チームで連携して支援を

行っているか。

6 0

・基本的には朝の時間に打

ち合わせで情報共有ができ

るよう心掛けています。お

仕事をしている保護者様が

多いため、朝の送迎では○

時までに迎えに来て欲しい

とご要望を頂くことも多

く、全員で朝に打ち合わせ

ができない場合もありま

す。その際は職員ノートで

情報共有をしています。す

ぐに共有が必要な情報に関

しては口頭で個別伝達をし

ています。

・より確実に情報伝達を

し、日々の支援に生かして

いくために、職員間で相互

確認をする等、情報共有の

徹底に努めていきます。
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な

支
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21

支援終了後には、職員間で必ず

打合せを行い、その日行われた

支援の振り返りを行い､気付いた

点等を共有しているか。

6 0

・送迎サービスをご利用頂

いている保護者様が多いこ

と、また広面、山王等遠方

のお家もあることから、送

迎からの帰社時刻が終業時

刻を過ぎる場合があり、全

員での打ち合わせができな

い場合があります。その際

は職員ノートで情報共有を

しています。必要に応じて

翌日の朝の打ち合わせや個

別伝達で情報共有をしてい

ます。

・より確実に情報伝達を

し、日々の支援に生かして

いくために、職員間で相互

確認をする等、情報共有の

徹底に努めていきます。

22

日々の支援に関して記録をとる

ことを徹底し、支援の検証・改

善につなげているか。

6 0

・ご利用した子どもたち全

員の支援記録を作成し、保

管しています。

・子どもたちの成長や課題

について各専門的視点から

多面的に記録をしていま

す。

・子どもたちの特性や課題

を全職員が把握し、その達

成度や新たな課題の表出等

に応じた内容を記録するよ

う心がけています。

23

定期的にモニタリングを行い、

放課後等デイサービス計画の見

直しの必要性を判断し、適切な

見直しを行っているか。

6 0

・原則として６カ月に１回

モニタリングを実施し、定

期的に個別支援計画書の見

直しをしています。

・子どもたちと個別面談を

して要望を直接聞き取り

し、保護者様とは面談やお

電話等でご要望をお聞きし

ています。より一層細やか

な情報共有ができるよう心

がけます。

24

放課後等デイサービスガイドラ

インの「４つの基本活動」を複

数組み合わせて支援を行ってい

るか。

6 0

・「自立支援と日常生活の

充実のための活動」「創作

活動」「地域交流の機会の

提供」「余暇の提供」につ

いて複数の内容を取り入れ

た包括的なプログラムを実

施しています。

・新しいプログラムの開発

に挑戦します。また、既存

の有効なプログラムはさら

にブラッシュアップしてい

きます。

適
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25

こどもが自己選択できるような

支援の工夫がされている等、自

己決定をする力を育てるための

支援を行っているか。

6 0

・自分の意見や気持ちの言

語化、話し合い、発表等、

主体的に自己表現、自己決

定する活動をプログラムの

主軸にしています。

・楽しくプログラム活動に

参加する中で主体的に自己

選択、自己決定する力を身

に付けられるよう今後も支

援をしていきます。・自己

選択、自己決定する時間や

環境をしっかり保証し、安

心して決断できる環境作り

をします。

26

障害児相談支援事業所のサービ

ス担当者会議や関係機関との会

議に、そのこどもの状況をよく

理解した者が参画しているか。

6 0

・職員指導のために現場に

入っている児童発達管理責

任者、必要に応じて主担当

職員が会議に出席していま

す。

・担当者会議に参加する前

に職員間での情報共有をし

ています。今度もより新鮮

で正確な情報を把握し、子

どもたちのリアルタイムじ

の情報を持って会議に参加

します。

27

地域の保健、医療（主治医や協

力医療機関等）、障害福祉、保

育、教育等の関係機関と連携し

て支援を行う体制を整えている

か。
6 0

・必要に応じて各連携機関

と連携して情報共有をして

います。

・会議への参加等各関係機

関と連携しながら、支援方

針や支援内容の調整につい

て今後も進めていきたいと

思います。

28

学校との情報共有（年間計画・

行事予定等の交換、こどもの下

校時刻の確認等）、連絡調整

（送迎時の対応、トラブル発生

時の連絡）を適切に行っている

か。

6 0

・保護者様を通じて学校と

の情報共有や連絡調整を

行っています。

・必要に応じて直接学校と

情報共有や連絡調整をして

います。

・個別支援計画書の共有や

送迎時の引き渡し時等に直

接情報共有をしています。

・学校の情報についてより

多くの情報を共有していた

だけるよう、積極的に保護

者様に働きかけをしていき

ます。

29

就学前に利用していた保育所や

幼稚園、認定こども園、児童発

達支援事業所等との間で情報共

有と相互理解に努めているか。

5 1

・今年度は子どもたちや保

護者様からご要望はありま

せんでした。

・今後、子どもたちや保護

者様からご要望があれば、

積極的に情報提供や相互理

解に努めていきます。
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30

学校を卒業し、放課後等デイ

サービスから障害福祉サービス

事業所等へ移行する場合、それ

までの支援内容等の情報を提供

する等しているか。 5 1

・今年度は子どもたちや保

護者様からご要望はありま

せんでした。

・今後、子どもたちや保護

者様からご要望があれば、

積極的に情報提供や相互理

解に努めていきます。

31

地域の児童発達支援センターと

の連携を図り、必要等に応じて

スーパーバイズや助言や研修を

受ける機会を設けているか 。
5 1

・今年度は該当する事例は

ありませんでした。

・必要に応じて児童発達セ

ンターとも連携を図り、機

会を設けていきたいと思い

ます。

32

放課後児童クラブや児童館との

交流や、地域の他のこどもと活

動する機会があるか。

4 2

・広い学区範囲から子ども

たちが通所してますので、

らじぴあの事業所内で他の

地域の子どもたちの交流を

深めています。

・公園や地域施設で活動し

た際、地域の児童らと交流

する機会を必要に応じて持

ちたいと思います。

33
（自立支援）協議会等へ積極的

に参加しているか。
0 6

現在、参加はできておりま

せん。

・必要に応じて参加をして

いきたいと思います。

34

日頃からこどもの状況を保護者

と伝え合い、こどもの発達の状

況や課題について共通理解を

持っているか。

6 0

・送迎時や連絡帳での報

告、活動時の写真や広報、

電話面談や対面での支援面

談等で子どもたちの状況や

課題等についての相互理解

を深めています。

・様々なツールや機会を今

後も発掘し、より細やかに

保護者様と共通理解ができ

るよう努めていきたいと思

います。

35

家族の対応力の向上を図る観点

から、家族に対して家族支援プ

ログラム（ペアレント･トレーニ

ング等）や家族等の参加できる

研修の機会や情報提供等を行っ

ているか。 

6 0

・お子様の特性や課題が個

別のものなので、全体共通

のプログラムはございませ

ん。子どもたちや保護者様

のお悩みごとに応じて、ご

家庭での特性に応じた関わ

り方、学校との関わり方

等、その都度個別で提案、

助言をさせて頂いておりま

す。

・ペアレント・トレーニン

グの文言自体が保護者たち

の中であまり周知されてい

ないようなので、らじぴあ

では困りごとに対して個別

でペアレント・トレーニン

グを実施する旨を周知しま

す。

・感染症対策を考慮しなが

ら、グループ支援面談や参

観等の開催の検討もしてい

ますが、お仕事をされてい

る保護者様が多く、現状で

は個別の対応をさせて頂い

ております。今後ご要望等

あれば検討していきたいと

思います。

関

係

機

関

や

保

護

者

と

の

連

携



36

運営規程、支援プログラム、利

用者負担等について丁寧な説明

を行っているか。

6 0

・契約時に説明をさせて頂

いております。利用者負担

については内容がかなり煩

雑ではありますが、なるべ

く分かりやすく伝えられる

よう視覚支援や補助資料を

作成して工夫しています。

・契約時は様々な書類等の

説明があり、限られた時間

の中ではありますが、継続

して分かりやすい説明を心

がけていきたいと思いま

す。

37

放課後等デイサービス提供を作

成する際には、こどもや保護者

の意思の尊重、こどもの最善の

利益の優先考慮の観点を踏まえ

て、こどもや家族の意向を確認

する機会を設けているか。 
6 0

・保護者様との支援面談、

ご要望アンケート、お子様

との個別面談等でご要望を

伺っています。

・子どもたちのご要望を第

一に聞き取りをし、保護者

様とのずれが生じている場

合はより良い支援内容につ

いて相互理解ができるよう

尽力します。

38

「放課後等デイサービス計画」

を示しながら支援内容の説明を

行い、保護者から放課後等デイ

サービス計画の同意を得ている

か 。

6 0

・計画書の内容を保護者様

にご説明し、ご同意頂いた

場合にはご署名を頂いてお

ります。

・子どもたちや保護者様の

ニーズに即した内容にする

とともに、分かりやすい文

章表現をすることを今後も

心がけていきます。

・説明する際により分かり

やすいように補助説明や具

体例を提示しながら説明を

します。

39

家族等からの子育ての悩み等に

対する相談に適切に応じ、面談

や必要な助言と支援を行ってい

るか。

6 0

・連絡帳、送迎時、支援面

談、電話等でたくさんの相

談を頂いております。必要

に応じて職員ミーティング

を開き、複数の職員で検討

し、具体的な改善案につい

て書面、口頭で助言をさせ

ていただいております。

・今後も細やかに迅速に対

応をしていきます。不安や

お悩みごと等ございました

ら、遠慮なくお声がけいた

だけたらと思います。

保

護

者

へ

の

説

明

等



40

父母の会の活動を支援すること

や、保護者会等を開催する等に

より、保護者同士で交流する機

会を設ける等の支援をしている

か。また、きょうだい同士で交

流する機械を設ける等の支援を

しているか。

1 5

・現状では父母の会はござ

いません。

・お仕事をしている保護者

様が多く、保護者会が平日

の実施になるということか

ら、現状では結成を望まな

い、負担に感じるという保

護者様が多くいらっしゃい

ます。今後、保護者様から

のご要望があれば検討させ

て頂きます。

41

こどもや保護者からの苦情につ

いて、対応の体制を整備すると

ともに、こどもや保護者に周知

し、苦情があった場合に迅速か

つ適切に対応しているか。

6 0

・契約時に苦情相談対応窓

口について説明をしていま

す。また、マニュアルを整

備し、対応できるようにし

ています。

・苦情相談の研修を実施

し、苦情対応について研鑽

を積んでいます。

・今後も継続し、面談や電

話等で迅速に対応していき

たいと思います。

42

定期的に通信等を発行すること

や、HPやSNS等を活用すること

により、活動概要や行事予定、

連絡体制等の情報をこどもや保

護者に対して発信しているか。

6 0

・連絡帳でその都度情報発

信しています。　・毎月広

報を発行しています。ま

た、長期休業の際にはイベ

ントカレンダーという全体

集団プログラムの実施予定

表を配布しています。

・連絡帳で今後も細やかに

迅速に情報発信をしていき

たいと思います。

・広報やイベントカレン

ダーは子どもたちや保護者

様に好評で楽しみにいると

いうお声を多く頂いており

ます。今後も継続していき

たいと思います。

43
個人情報の取扱いに十分留意し

ているか。

6 0

・契約時に保護者さまへは

個人情報の取り扱いについ

て説明し、同意書にてご同

意を頂いております。ま

た、スタッフが個人情報に

関する資料等を社外に持ち

出すことを禁止していま

す。

・個人情報の取り扱いには

最善の注意をしつつ、外部

の意見も聞きながら、適切

な取り扱いをしていきたい

と思います。

保

護

者
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の
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等



44

障害のあるこどもや保護者との

意思の疎通や情報伝達のための

配慮をしているか。

6 0

・子どもたちや保護者様の

特性等に合わせて、意思疎

通しやすい方法を検討し、

工夫しています。

・意思疎通や情報伝達の精

度をより上げるため、様々

なツールを用いるととも

に、視覚支援、聴覚支援等

を行い、分かりやすい表現

を心がけていきたいと思い

ます。

45

事業所の行事に地域住民を招待

する等、地域に開かれた事業運

営を図っているか。

4 2

・医ケアのお子様もいらっ

しゃるので、感染症等を考

慮すると不特定多数の地域

の皆様をご招待する行事等

は難しいのではないかと考

えています。

・子どもたちや保護者様の

ご要望等がありましたら検

討していきたいと思いま

す。

46

事故防止マニュアル、緊急時対

応マニュアル、防犯マニュア

ル、感染症対応マニュアル等を

策定し、職員や家族等に周知す

るとともに、発生を想定した訓

練を実施しているか。

6 0

・子どもたちと職員で地震

や火事等を想定した避難訓

練や不審者の来所を想定し

た防犯訓練を実施していま

す。

・危機防災、不審者防犯、

感染症、保健衛生、緊急事

故送迎、苦情相談、虐待身

体拘束等のマニュアルを策

定しています。

・マニュアルの膨大な情報

量の中でも特に重要と思わ

ることに関しては、ピック

アップをして連絡帳や広報

で共有をさせて頂いていま

す。

・マニュアルは完備してい

ますが、内容が膨大なの

で、なかなか隅々までの周

知は難しいと感じていま

す。らじぴあ内で閲覧する

ことはできますので、閲覧

のご希望があればお声がけ

いただけたらと思います。

47

業務継続計画（BCP）を策定す

るとともに、非常災害の発生に

備え、定期的に避難、救出その

他必要な訓練を行っているか。

6 0

・自然災害、感染症のBCPを

策定しています。

・自然災害を想定した避難

訓練にお子様と一緒に取り

組んでいます。

・自然災害、感染症のBCPに

ついて職員研修を実施し、

今後も周知徹底していきま

す。

・日々の感染症対策を徹底

しつつ、継続して実施して

いきたいと思います。

・想定している自然災害や

それに付随する事件事故等

の想定を増やし、対応でき

るように準備をしていきた

いと思います。

保
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48

事前に、服薬や予防接種、てん

かん発作等のこどもの状況を確

認しているか。

6 0

・契約時に保護者様からご

記入いただく資料の中で確

認をさせて頂いています。

・らじぴあには看護師や医

師が常駐していませんの

で、服薬等の医療行為に充

当する支援は行っておりま

せん。

・服薬の支援をすることが

できないので、できるだけ

朝、夜等らじぴあのご利用

時間以外の服薬になるよう

主治医にご相談頂けたらと

思います。また、上記内容

については連絡帳、広報等

で周知はさせて頂いており

ますが、より今後も継続し

て周知していきたいと思い

ます。

49

食物アレルギーのあるこどもに

ついて、医師の指示書に基づく

対応がされているか。

6 0

・アセスメント等で保護者

様より情報提供していただ

いております。

・調理活動プログラムでは

事前にメニューを保護者様

にお知らせをして確認をし

ていただいています。

・保護者様との情報共有を

徹底し、必要に応じて医師

の指示も仰ぎながら今後も

対応させて頂きます。

50

安全計画を作成し、安全管理に

必要な研修や訓練、その他必要

な措置を講じる等、安全管理が

十分された中で支援が行われて

いるか。
6 0

・研修や訓練については年

間計画を作成し、計画的に

取り組んでいます。

・計画、動態、振り返りの

記録を徹底し、今後も様々

なシチュエーションを想定

してブラッシュアップをし

ていきます。

51

こどもの安全確保に関して、家

族等との連携が図られるよう、

安全計画に基づく取組内容につ

いて、家族等へ周知しているか

 。 6 0

・連絡帳、広報、送迎時に

保護者様に周知させて頂い

ております。

・今後も様々なツールや機

会を通して、取り組みの内

容についてお伝えしていき

たいと思います。

52

ヒヤリハットを事業所内で共有

し、再発防止に向けた方策につ

いて検討をしているか。

6 0

・ヒヤリハットの事例記録

を作成して事業所内で共有

し、再発防止に努めており

ます。

・再発防止のための具体的

な仕組み作りを今後もして

いきたいと思います。

非

常

時

等

の

対

応



53

虐待を防止するため、職員の研

修機会を確保する等、適切な対

応をしているか。

6 0

・虐待に対する研修を実施

し、マニュアルの確認や事

例検討を行っています。

・時事問題やニュースなど

について職員ミーティング

で取り上げ、事例検討をす

る等、学びを深めていま

す。

・職員へのマニュアルの周

知徹底をし、研修やミー

ティングの中でより学びを

深めていきたいと思いま

す。

54

どのような場合にやむを得ず身

体拘束を行うかについて、組織

的に決定し、こどもや保護者に

事前に十分に説明し了解を得た

上で、放課後等デイサービス計

画に記載しているか。

6 0

・身体拘束排除についての

研修を実施しています。

・利用している子どもたち

の中に該当者はおりませ

ん。

・該当者はおりませんが、

個別支援計画書の中に「ど

のような場合にやむを得ず

身体拘束を行うかについ

て」の記載を検討したいと

思います。

非

常

時

等

の

対

応


